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イギリス高等教育におけるチ三一 トリアルの伝播と変容

竹 腰 千 絵

■巨 はじめに

日本の高等教育が今日抱えている問題の一つに､教員文化と学生文化との帝離が挙げられる｡

研究中心の教員文化に対して､学生文化においては学習意欲の欠如がみられ､大学で何を勉強し

たいのかがわからない学生が急増しているo この現状には､従来の一斉授業では対応できなくなっ

てきており､教員集団の教育力であるFBを高める己とと同時に､それ相応の教育環境が求めら

れている. この教育環境として大いに参考になると考えられるのが､イギリス高等教育に見られ

るチュ-トリアル (tutorial)という少人数教育である.

伝統的な教授形態として､今日においでも重kじられている様々なチュートリアルが､時代を

通してどのように形成されてきたかを明らかにし､日本の高等教育が今日抱えている問題に対し

て示唆を得ることが､本論文の目的である｡

チュ-トリアルとは､チュ-タ- (tutor)と学生 (pupil)が1対 1-4の割合で行われる個

人指導のことで､学生が書いてきたエッセイに対し､チューターが批評を行い､その後チューター

と学生の間で議論が行われる｡

チュ-トリアルは13世紀のれソクスフォ-ド昏ケンブリッジ両大学1(以下､オックス･ブリッ

ジ)で発生した歴史あるものである｡ その内容は､優等学位の導入などのオックス･ブリッジ内

部における制度改革によって変容し､さらに､オックス･ブリッジから他大学への伝播によって､

時代ごとに大きな変化を遂げてきた｡学生の興味 ･関心を深め､その知的 ･精神的成長を促す､

イギリス高等教育を特徴づける教授形態である現在のチュートリアルは､このような歴史的な変

遷を経た結果生まれたものなのである｡

チュートリアルに関する先行研究についてはまず､安原が ｢イギリスの大学における学士学位

の構造と内容｣2において､オックスフォ-ド大学におけるチュートリアルとチューターの役割

や､優等学位試験について言及 している. SandersonはTheUnl'versl'tl'esL'nthenl'neteenth

centuFY3において､優等学位の導入により実質的な教育が大学外のプライベート･チューター

によって行われるようになったことなどを指摘している｡オックス･ブリッジ以外の大学が設立

された際､オックス･ブリッジのチュ-トリアルに対する他大学の考え方について考察した研究

としては､以下のものがある. PerkinはNeJwunl'veTSl'fl'esl'ntheUnl'tedKl'ngdom4において､

ロビンズ報告やへイル報告を参考にしながら､ロンドン大学､市民大学､新大学について､その

設立や理念について考察 している｡ ロンドン大学については､AldrichがEducatl'onforthe

natl'on5において､大学設立の背景や､学外学位試験制度などについて考察 しているoまた､

Negleyは TheUnl'veFSltyofLondon1836-19866において､ロンドン大学設立当初の事情や､
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教育機関 として再編成 されてい く様子 を措 いている｡ 市民大学 については､JonesがThe

OTlglnsofCl'vl.aUnl'veZlSl'tjes了において､その設立の目的や､スコットランドの大学における

講義を模倣 したことなどについて言及 している｡ ArmytageはCICvlpCUm'vezISjtl'es8においで市民

大学が大学憲章を授与されたことでロンドン大学のカリキュラムから解放されたことや､市民大

学の学生がチュ- トリアルの増加を求めたことなどが述べられている｡ また､イギリスの大学に

おける教授形態については､政府の諮問機関などにより詳細な調査が行われ､その報告書が出さ

れており､チュ- トリアルとセ ミナ-の違いなどについても述べ られている. その中で､チ是-

トリアルとは､学生主体 〔student一一centre°)の教授形態であり､ 1-4人の学生に対 して行わ

れることが述べられている.

このように､先行研究においてはチよ- トリアルが発生した背景や､れ ノクス 卓ブリッジのチュー

トリアル9が他大学の設立の際に参考あるいは比較対象とされていたことなどについての考察は

されているo Lか し特にチュー トリアルの歴史的変遷に焦点を当て､オックス 争ブリッジにおけ

るチュ- トリアルの変遷だけでなく､オックス 卓ブリッジからそれ以外の大学へチュ- トリアル

がどのように伝播 したのか､そしてその後どのように変容 していったのかについての系統立てた

分析が不十分であった｡また､チュ- トリアルを形成する要素についても､｢学生主体｣や ｢少

人数教育｣という形態的な特徴については先行研究において指摘されているものの､機能的な特

徴にまで言及されることは少なかった｡それはチュー トリアルがプライベー トな空間で行われる

教授形態であるため､その内部を垣間見ることは困難であったためである｡ しか しインタビュー

調査や自身の経験などから､機能的な特徴 こそがチュ- トリアルを形成する重要な要素であると

考えたため､本研究ではそれらの要素についても考察する｡

そこで本論文では､チュ- トリアルの伝播に注目し､その変遷過程について歴史的アプロ-チ

により明らかにするO まず､オックス 噂ブリッジにおけるチュ- トリアルの歴史的変遷をみるこ

とで､チ五一 日ノアルを形成ずる要素を導き出すOそしてそれらの要素のうち､19世紀以降に設

立されたイギ リスの大学に継承されたものと､継承されなかったもの､さらには伝播の過程で変

容 したものを明らかにし､その背景を探る｡ なお本論文ではイギ リス10の大学を ｢オックス ･ブ

リッジ｣｢ロンドン大学｣｢市民大学｣｢新大学｣の4つのカテゴリ-に分けて考察する11.

本論文の構成は以下の通 りである0 第 2章では､オックス 専ブリッジにおけるチュ- トリアル

の歴史的変遷について考察する0 第 3章と第 4章では､オックス ･ブリッジのチュー トリアルが

イギリスの他大学にどのように伝播 していったのか､その形態を明 らかにする｡ 特に､スコット

ランドの教授形態から大きな影響を受けたロンドン大学 ･市民大学におけるチ豊- トリアルと､

オックス 砂ブリッジの教授形態から大きな影響を受けた新大学のチ且- トリアルを比較するo そ

うすることで､オッタス 魯 ブリッジの予見- トリアルから両者が共通に受け継いだ要素と､一方

だげが受け継いだ要素を導き出し､伝播変容の過程を経ても変わらず受け継がれてきた要素につ

いて明らかにするe

言争者ッタ謁 専プリッ劉=お箸きる欝呈- 巨uアル助歴史的変遷
i-1.カレ･:iジにおけるチュ･一夕ト-､ぬ授割

オックス 骨ブリッジの主な特徴として挙げられるのはカレッジ制である. オックス e ブリッジ
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は､中世に主にイギリス国教会 (theChurchofEngland,以下､国教会)の聖職者養成機関と

して誕生 し12､19世紀半ばまで､国教会牧師の子弟や､裕福な家庭の子弟を対象に教育を行って

いたOか ソタスさブリッジには大学全体としての全学 (University)という組織があったが､13

世紀のカレッジ創設以後､学生とチュ-夕-はカレッジにおいて共同生活をし､学問研究と教育

を行うようになり､カレッジ制が両大学の基本的性格となっていった0

このカレッジ制とともに､教員と学生の問に学問的 ･人格的に緊密な関係が築かれる大きな要

素となったのがチュ-トリアルであるO か ブタス e ブリッジには伝統的に､カレッジのフェロー

がチュ--タ-としで学生の学問的 ｡道徳的指導を行う習慣が､非公式な形で存在したO

優等学位試験 〔次節参照)の導入により､19世紀前半には､チューターの役割が一度学問的指

導に傾いた01810年代､スコットランドの大学人達はオックスフォード大学批判をし､1830年代

-1840年代には､オックスフォ-ド大学の内部からオックスフォード運動 が起こった.この運

動では､カレッジのチよ-チ-が学生に対する道徳的 ･精神的指導への関心を欠いている点が指

摘され､その結果､学問的指導に偏っていたチュ-タ-の､道徳的 ･精神的指導という役割が見

直されるようになった13｡ 昌のように､チュ-夕-には学生の学問的指導以外に､道徳的指導を

行う ｢道徳的チよ-夕-｣(moralt雨or)としての役割もある.今日でも多くのカレッジにお

いて､チ孟-夕-には､学問的指導と道徳的指導の役割が兼ね備えられている14.

2-2.優等学位の尊兄によるプラJfペ-巨eチューターの発生

18世紀半ばから19世紀初頭にかけて､れyクス昏ブリッジの学位試験を公正で厳格なものにし､

学生の学習意欲を高めるために､新たに優等学位 (h叩OurSdegree)が導入され､優等学位試
験が設けられた｡

優等学位の導入により､学生側からは高水準の教育が要求されるようになった｡しかし当時の､

チュ-夕-による､能力の多様な学生に対 しての少人数教育では､高度な専門性が求められる優

等学位試験に十分に対応できなかった｡そこで1830年前後から現れ始めたのが､オックス･ブリッ

ジの大学外で学生に専門的な教育を行うプライペ-ト･チューターであった.このように､優等

学位の導入により､主要な教育が正規の教育の外で行われるという特異な事態が生み出されたの

であるo このプライべ-卜昏チュ-夕-による個人指導においてはじめて､チューターと学生の

1対iの､学問を通した人格的な接触が可能となった15.

2-3eカテ皐ズ良的少人数教育からソタラテ晃的チュートリ7ルへ

i9-世紀初頭には､チ孟-夕-の部屋でカテキズム的 (catechetical)少人数教育が行われてい

たoそこではチ孟-夕-が学生に､テキストの内容を覚えているか確認するための質問をしたが

16､学生はチュ-夕-に対 して質問をしたり説明を求めたりすることができなかった.カテキズ

ム的少人数教育はテキストの正確な知識を教え込むのに適しており､教授と学習の自由を抑制す

る意図があった17｡ 己のように優等学位導入当初チューターが目指した.ことは､学生に一定量の

知識を習得させ､できるだけよい成績で優等学位試験に合格させることであり､議論を通して学

生の理解を深めることではなかったの習ある呈8｡

1870年以降カテキズム的少人数教育は､チュ-タ-の質問に答えることにより､学生が深く考
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えさせられ論理性を鍛えることが試みられる､ソクラテス的チュー トリアルへと変容 していく19｡

この変容の背景には､1850年前後におけるか ソクス ･ブリッジへの科学科目の導入があった｡こ

の導入は ｢大学が､研究を教育と並ぶ主要な機能として受け入れる｣ことを意味し､｢今まで真

理であったことに対して疑問を投げかけ､探究する｣ということである｡ 学生や教員には ｢新た

な知識の創造｣やイ独創的思考｣が求められるようになった20｡そしてそのためには､ソクラテ

ス的チュ- トリアルが必要であったと考えられる. さらなる背景として､1850年代-1860年代､

プライベ-卜昏 チ還御夕-による1対 lの個人指導の形態が､オックス ㊨ブリッジのチューター

によって､正規の教育の中へ取り込まれたという事実があった210

このように19世紀後半には-もチt3.-夕-が学生に1対 1で指導をするという形態がオックス 魯

ブリッジの特徴となり､両大学の教育の根幹となっていった｡チェ-夕-と学生の間では自由な

議論が行われるが､チュ-夕-から出される質問は､あらかじめ答えが決められたもの剖 まない ｡

チュ-夕-は学生を--つの答えに導くのではなく､学生がまッセイにおいて出した結論の可能性

を議論 し､より深 く考えさせ勺場合によっては修正させることを試みるという22､ソクラテス的

問答法23を使うようになった｡学生は自分の理解が不十分なところをチュ-夕-と議論できるよ

うになり句チュ-夕-も学生の理解度をより正確に把握できるようになった24. 学生の理解促進

には効果的でなかったカテキズム的問答法は衰退 し､教授内容も決まったテキス トからテ-マ性

のあるものへと移行 した｡

以上､本章で導き出したチ豊--トリアルの機能的な特徴を､先行研究で挙げられている形態的

な特徴と合わせて考えると､チュ-トリアルを形成する重要な要素として以下の4つを挙げるこ

とができる｡ すなわち句①少人数制､②学生主体､③ソクラテス的要素が含まれていること､④

チュ一夕-に学問的指導と道徳的指導が兼ね備えられていること､である0 本論文ではこの4っ

の要素をもっものを､チエ-トリアルの原型と捉えることとし､こうしたチュートリアルの原型

が､19世紀以降どのようにイギリスの他大学に伝播 し変容 していったのか､その過程について次

章以降で明らかにしていくこととする｡

3.ロン匪ン東学 車市民東学へ葛夢皇- 巨リアルの伝播と変容
オックス 早ブリッジで形成されたチ3.-トリアルの原型は､19世紀以降他の大学へと伝播 して

いくことになるが､その伝播形態は､ロンドン大学 ･市民大学への伝播と､新大学への伝播の大

きく2つに分けられるO 本章ではロンドン大学 e市民大学への伝播について考察する.

3-1.オッタス占ブリッジからロンドン大学へ

3-日.臼ンドン大学の設立と理念

14世紀から19世紀初頭まで､スコットランドを除いて､オックス ･ブリッジ以外の大学を設立

することは王権によって禁圧されていた01760年代からの産業革命により､中産階級が次第に実

質的な支配階層となっていった｡彼らは科学 ｡技術を重視 したため､オックス ･ブリッジ以外に

学位授与権を持っ機関を設立 しようとする強い動きが出てきた25｡

1826年､ユニバーシティ甘カレッジ争ロンドン (UniversityCollege,London)が世俗的な
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機関として創設された｡且ニバーシティ卓カレッジ申ロンドンの設立当初の目的は､①オックス･

ブリッジに受け入れられない学生に高等教育を提供すること､②オックス･ブリッジで軽視され

ている科目を提供することであった26｡ ①については当時､オックスフォード大学においては非

国教徒の入学が認められておらず､ケンブリッジ大学においても学位試験の際､国教会への誓い

が義務づけられていたからである27｡②については当時､オックス ･ブリッジで学べる科目の幅

が挟かったからである｡まニバーシティ毒カレッジ･ロンドンは､科目の幅広さ､講義中心の教

授形態､通学制､宗教審査の廃止など､スコットランドの大学からその特徴の多くを取り入れた

28
0

1829年､世俗的な教育機関であるユニバ-シティ･カレッジ･ロンドンに対抗 して､国教会が

後ろ盾となりキンダス 卓カレッジ卓ロンドン (KinglsCollege,London)が創設された0両カ

レッジは類似したカリキュラムをもっことになったため､両者を統合する協議が行われ､1836年､

教育と学位授与を行うiつの大学としてロンドン大学 (UniversityofLondon)が誕生 した.

しかし全学は実質的には独立した試験機関であった｡学位試験は､両カレッジの学生だけでなく､

政府が認可 したロンドン大学の提携カレッジで学んだ学生も受けることができ29､それらの学生

には学外学位 (exもeTnaldegrees)が授与されたO

3-ト2.教育機関としての新生【コンドン大学へ

全学は教育を行わなかったし､教育機関であるカレッジと緊密なっながりを求めることもなかっ

た30｡ これに対 して､ロンドン大学がより進んだ教育を促進し､独創的な研究のための機関とな

るべきであるという声がカレッジ内部から高まった31｡

1898年､ロンドン大学法の制定により､大学は教育機関として大きく再編成されていった｡全

学的な組織としての大学は､その組織の中心を成す学部や委員会を通して､カレッジのコースの

内容や学問的な質を監督するようになった32｡ つまり､教育組織であるカレッジと学位授与のた

めの試験機関である全学との問に実質的な結びっさができたのである 0

3一半3.ロンドン大学への苧皇- トリアルの伝播

1898年の大学の再編成は､学生数や教授形態などにかなり大きな影響を与えた｡学生には講義

への出席が義務づけられるようになった｡同年､文学部が現代語を拡充するにあたりドイツ語科

が創設され､その際セミナ-が導入された34.

このようにロンドン大学が教育機関として再編成されていく中で､チュートリアルも着実に導

入されていった.1928年に出版されたユニバ-シティ･カレッジ･ロンドンのカレンダーには､

｢1908年頃には､カレッジの教育の大部分が講義によって行われていた｡ しかし1928年頃になる

と徐々に､講義が教育の一部を担う一方で､セミナーや議論やチュートリアルなどが､講義を構

う重要なものとして､そしてさらには置き換わるものとして発展してきた｣という記述がある35｡

こうしたチュートリアル導入の流れをキングス ･カレッジのカレンダーから調べてみると､確か

にこの期問､特に1920年に入ってから顕著にチュートリアルやセミナーなどの少人数教育が導入

されていることがわかる (裏 目Oまた､チェ-トリアルは文学部､医学部へは早い段階から導

入されており､工学部への導入が一番遅いことが分かる｡これはチュートリアルが､講義によっ
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て知識を詰め込み､演習によって実践を行うという実学系の学問よりも､考えを深めていく学問

や､人との接触を職業の中心的なものとする学問に適 した教授形態だからである｡また､実学系

の学問では､お金と時間のかかるチュ-トリアルという教授形態に十分な費用対効果が望めなかっ

た己とも､工学部へのチュ- トリアルの伝播の時期が遅かった理由であると考えられる.

衰 1｡キングス .カレッジさロンドンにおけるチュー トリアルの導入状況

(管-Tutorial,S-SeminarC-CatecheticalClass)

学科/年度 1919 1920TTj!】 1921 1922 1923 1924 1925 1926 1927 1928

文i≡ 学那 教育 T T T T S T T

国文 I T i T T T

国文 (夜間) T ㍗ T T 】 T T T T T

フランス T T T T T

中世/近代史 T T T TS T T T T 】 T
哲学 - S S S S S

スペイ ン S S S/T T T T T T

心理 i S S心理 (夜間) S S S S S

症学部 ローマ法 S S S S S S S S S Sローマ/わげ法 S S S S S S S S S S

医学部 生理学/生化学/有機化学/組織学 T T T T T T T T T T≡
薬学/治療学実験薬学 C C C C C C C CC C C C C C C

工学那 土木/機械工学 T T

】神i弓学lj部iii｣ 旧約聖書/ヘブライ語 】ii si S S S S S 圭 SI! S S

教会学 S S S S S S . S SS S S
宗教哲学 S S S S S Sー S S 呈 S!i

出所 :キングス 申カレッジのカ レンダ-1919-20-1928-29をもとに筆者作成o

注)神学部は全学生に､ヨ-ス等について助言をするチュ-タ-がっく｡

このようにもロンドン大学へのチュ- トリアルの伝播は､ロンドン大学が学位授与機関から教

育機関へと再編成される中で起こった出来事であったoこのためチュ- トリアルは一斉に導入さ
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れたわけではなく､教員によってはカテキズム的少人数教育を維持したり､セミナーを用いたり

と､少人数教育に対する教員の考え方が反映されており､ばらつきがみられるという特徴がある｡

3一旦 オ､.モJ,;i/式･･.亨F_Ju･:jジから肯撮大学へ

3-2-7.市民東学の設立と聾急

呈760年代からイギリス各地で産業革命が起昌り､人々は都市に集中するようになった.そのた

め特に人口が膨れ上がった都市部において､教育の需要が高まった｡また､1867年に開催された

パ リ万博で､イギリスの科学技術がヨ-ロッパ大陸の他国に遅れをとっていることが決定的なも

のとなった36｡このように､技術的な訓練を受けた人材養成の需要の高まりにより､都市に市民

大学37〔CivicUn主versiもies)の母体となったカレッジ38(UniversityCollege)が急速に現れ始め

た9これらのカレッジは設立当初､学位授与権を持たなかったため､ロンドン大学のシラバスに

従って授業を行い､学生には提携校であるロンドン大学の学外学位取得を目指させた｡これらの

カレッジはロ ンドン大学と同様に､スヨットランドの大学に倣い､講義を主要な教授形態とし､

学部 ◎学科制､通学制を採った390

3-2-2｡市民東学代田チ且- 巨Ejア飽鼻伝播

1898年にロンドン大学が教育機関として再編成された後､各カレッジには相次いで大学憲章が

授与され､市民大学となっていったo市民大学は､大学憲章の授与により初めて独白のカリキュ

ラムを組むことが可能となったOこれに伴って教授形態にも大きな変化が見られるようになり､

こうした流れの中でチ豊-トリアルは導入されていった.その背景には､オックス･ブリッジか

ら市民大学への教員の移動により､講義を補うものとしてチュートリアルが採り入れられていっ

たということがあったoここでは代表的な市民大学の1つとしてシェフイールド大学の例を取り

上げる｡同大学は1905年に大学憲章を授与されたが､直後の1906年から1916年までの10年間にチュー

トリアルが盛んに導入されていったことが分かる (衰2)｡またその導入は医学部､科学部で早

く､文学部にも徐々に導入され､ロンドン大学と同様に工学部への導入が一番遅かった｡これは

ロンドン大学と同様に､市民大学においでもチュ-トリアルという教授形態が､講義と演習が主

な教授形態である工学という学問になかなか馴染まなかったからであると考えられる｡ チュート

リアルの導入時期は滝ロンドン大学よりも市民大学の方が早い.これは､教育機関として再編さ

れたことで全学とカレッジが徐々に歩み寄り､チ且-トリアルを緩やかに導入したというロンド

ン大学に対して､市民大学では大学憲章が授与され､学位授与権を持っ教育機関になったことで､

独自性が早くから確立され､比較的柔軟な教授形態を採ることができたからだと考えられる｡

蓑2早シェフイ-ルド大学におけるチュートリアルの導入状況

(T=Tutorial)

7 1908 1909 1910 1911 1912 1913 1914 1915

T T T T T T

T T T
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医学部 解剖物理 T T T I T T T T T T T

自･然料学部 T T T T T T
化学 T T T T T T T T ii T T

応 工学 ー T T

周料学部 機械/電気工学 T T

出所 :シェフイール ド大学のカレンダー1906-07-1915-16をもとに筆者作成｡

その後チ孟- トリアルの増加を求める声が､大蔵大臣の諮問機関であるUGC (University

GTantSCommittee)や学生から大きかったが､結局財政的な事情により学生の満足のいく量の

チュ-トリアルが行われることはなかった｡

一方で､チュ-夕-の果たしていた役割についてであるが､市民大学のチューターは学問的指

導に終始しており､れノタス 9 ブリッジのようにチュ一夕-が ｢学問的指導+道徳的指導｣を行

うという概念がない｡また遺徳的指導を行うための ｢道徳的チュ-夕-｣を別に設けるというこ

ともして いない｡

以上のように､チュ-トリアルの伝播そのものは､ロンドン大学でも市民大学でも､試験機関

から教育機関への再編もしくは大学憲章の授与といった､外的要因によって教授形態の見直しや

カリキ且ラムの再編成の必要性に迫られたことが直接の契機となっていたことが分かる. しかし

両大学は､ともに元来スコットランドの大学を模倣 し､講義を中心的な教授形態としており､ま

た実学系の学問に重点を置いていたため､費用と時間のかかるチュ-トリアルという教授形態に

十分な費用対効果が望めず､さらに比較的歴史が浅く十分な財政基盤を持たない両大学において

はチュートリアルを実施する財政的余裕がなかった｡このような現実的な理由により40､学生か

らのチュートリアル増加の要望の高まりやUGCからの圧力があったにも関わらず､ついにチュー

トリアルはこれらの大学における中心的な教授形態とはなりえなかったのであった｡

また､ロンドン大学や市民大学においてはチュ-トリアルが導入されたものの､チューターの

役割は学問的指導に限定されるものであった｡その理由としては､通学制を採用している両大学

では､学生の大学での滞在時間が短いため､チューターが道徳的指導を行うことは難しいことが

挙げられる｡ これらのことから､オックス 昏 ブリッジで形成されたチュ-トリアルの原型は､ロ

ンドン大学 ･市民大学への伝播において､カレッジ制を採らず通学制を採ったという学校制度上

の違い､および財政的理由によって､量的にも機能的にも限定された形に変容したということが

できる｡

そこで次章では､これら両大学とは異なり､オックス｡ブリッジのチュ-トリアルをより忠実

に受容し､教授形態の中心に位置づけた新大学におけるチュ-トリアルの伝播過程に焦点を当て

考察する｡
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4.新大学へのチ･ユ- トリアルの伝播と変容
4月.者ッタス 専プuッジから新大学へ-新東学の設立と理念-

1960年代-1970年代にかけて､①現代の科学 ･技術の進歩に遅れをとらない新しいカリキュラ

ムと教育方法の実験を行い､②予想される大学進学者の増加に対応するために設立された一連の

大学を新大学41(NewUniversities)という｡

新大学の特徴は､①設立当初から政府により財源が提供され学位授与権を有していたこと､②

柔軟で幅広いカリキ孟ラムを提供するスクール制を採用したこと､③学内における共同生活の教

育的意義を高く評価しカレッジ制が採られた己と､である42. 中でもスクール制とカレッジ制は､

当時ロンドン大学や市民大学において問題となっていた学科主義と教員 ･学生間の接触の乏Lさ

に対して､新大学が行った新しい試みであった｡

スク-ル制を採周した新大学は､幅広いカリキ呈ラムを提供した一方でカレッジ制を受け入れ

なかったため､カレッジのチュ-夕可こよる ｢学問的指導+道徳的指導｣を行うことができなかっ

た｡しかし学問的チュ-夕-とは別に道徳的チ且-タ-を設定し､オックス･ブリッジのチュ一

夕-の機能を分化させることで対応している.

一方でカレッジ制を採用した新大学は､学科主義的になっていったが､その弊害を減少させる

ための工夫がされている430 1年次には関連科目を選択できる幅広いコースが用意され､ 2,3

年次には主専攻と副専攻を様々な組み合わせによって学ぶことができるのである｡

このように新大学は､ロンドン大学 ｡市民大学の実践に対して新しい挑戦を行ったが､スクー

ル制を採った新大学もカレッジ制を採った新大学も､ロンドン大学 ･市民大学の特徴を取り入れ

ざるをえなかったと考えられるo Lかしその際カレッジ制を採った新大学においては学科主義に

陥らないような工夫がされておりtl一方で､スク-ル制を採った新大学では､カレッジ制を採ら

ないことによる弊害を減らす努力がなされているo

4-2.新大学へのチJNLl.- 巨jアルの伝播

新大学設立当時イギリスでは､学生の増加により教員が学生に十分なサポートができなくなっ

てきたことや､大学の授業への準備ができない学生の増加が注目され始めていたoこれらの問題

に対し､新大学では設立当時からカレッジ制を採用し教員と学生の接触機会を増やしたり､ロン

ドン大学 卓市民大学の､講義中心の教授形態を見直し､チュートリアルなどの少人数教育が重ん

じられた440

オックス｡ブリッジにおいてチュ-夕-が学生に対して行ってきた ｢学問的指導+道徳的指導

45｣は､新大学においでも採り入れられた.新大学では､教員と学生の接触機会を増やす努力が

なされ､｢道徳的手芸-夕-｣の概念が広く導入されており､大半の教員が道徳的チューターに

なることが要求され奨励されている｡というのも､この教員と学生のより親密な触れ合いにより､

教員は学生を個人的に知ることができ､学生も学問的 ･精神的に困難に陥った場合､そのメッセー

ジを教員に対して早期に出ずことができるからである｡道徳的チューターは学生の学業の進捗状

況に対しても責任をもっというのが一般的である46｡ただ､道徳的チューターが学問的指導をど

のくらい併せ持っか､その程度が大学によって異なっている｡
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本章では新大学へのチュートリアルの伝播過程について明らかにした.新大学への伝播の特徴

は､大学設立当初から竜政府の奨励によってチ孟-トリアルが主要な教授形態として導入された

ことである47｡ また､新大学は国立大学として設立されたため､財政面において比較的ゆとりが

あったことも､チュ-トリアルの維持 ･普及を促進した一因であると考えられる｡

さらに注目すべき点は､新大学では､学問的指導に加え､チュ-夕-の遺徳的指導という側面

が積極的に取り入れられたことであるo チ是-夕-の道徳的指導という側面は､スクール制を採っ

た新大学においても､カレッジ制を採った新大学においても重視された｡カレッジ制 (+学科制)

を採った新大学においでは､チェ-夕-の役割として､学問的指導と道徳的指導が兼ね備えられ

ている｡ 一方でスク-ル制 (+寄宿舎制)を採った新大学･においてほ､学問的指導を行うチュ-

タ可 こは道徳的指導という役割が兼ね備えられていないoLかしそれとは別に道徳的チュ-夕-

を設けることで､学生の道徳的指導という面を補っている｡ つまり､ロンドン大学 阜市民大学と､

新大学が異なっている点は､新大学ではカレ′ッジ制を採らなければ抜け落ちてしまうチェ-夕-

の道徳的指導という側面を､チュ-夕-の機能を分化させることで維持 しているのに対 して､ロ

ンドン大学 卓市民大学では､学生の規模が大きいこともあり､学問的指導だけを行うというスタ

イルに変容していることである｡ ここに､1960年代の社会的背景を考慮して設立された新大学と､

19世紀から存在し､体質の変化に時間のかかるロンドン大学 ･市民大学との違いがみられる｡ 新

大学へのチュ-トリアルの伝播がオッタス 昏ブリッジのスタイルを比較的継承 したものであった

理由は､(∋新大学の約半数でカレッジ制が採られたため､②カレッジ制を採らなかった新大学に

おいても､チュ-夕-の役割を分化 して道徳的指導を行ったためであると考えられる.

58おわ隻封岩

本論文では､チ孟-トリアルの伝播に注目し歴史的アプロ-チによる分析を行った｡オックス･

ブリッジにおけるチ且-卜リアルの歴史的変遷を概観する昌とで､チュ-トリアルを形成する要

素を導き出し､それらの要素のうち､19世紀以降に設立されたイギリスの他大学に継承されたも

のと､継承されなかったもの､さらには伝播の過程で変容したものを明らかにし､その背景を探っ

た｡

第 2章では､オックス 串ブリッジにおいて､現在のチュ-トリアルの原型が作られた19世紀ま

での歴史的変遷を概観した｡その変遷の過程から､チュ-トリアルを形成する要素として､③ソ

クラテス要素が含まれること､④チュ-夕-に学問的指導と道徳的指導が兼ね備えられているこ

と､という機能的な特徴を導き出したoこれらを､先行研究で述べられている､①学生主体､②

少人数教育という形態的な特徴と合わせて､チュ-トリアルを形成する要素と定毒づけた｡

第 3章と第 4葦では､オックス卓ブリッジで形作 られたチ且-トリアルの原型が､19世紀以降

どのようにしてイギリスの他大学に伝播 し変容したのか明らかにし､第 1章と第2葦で定義 した

チ還- トリアルを形成する要素が他大学に継承されているか､あるいは変容 しているかについて

明らかにした｡

第3章では､オックス 魯ブリッジからロンドン大学 ｡市民大学へのチュートリアルの伝播につ

いて考察した｡ロンドン大学 ｡市民大学は､大学設立の際にはチュ-トリアルを導入 しなかった

が､その後､外的要因により必要に迫られ導入したことが分かった｡ しかし､チュ-トリアルは
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中心的な教授形態となりえなかったことも明らかとなった.

第 4章では､オックス ◎ ブリッジから新大学へのチュ-トリアルの伝播について考察した.節

大学への伝播の特徴は､チュートリアルが設立当初から主要な教授形態として導入されたことで

あったoさらに新大学では､チュ-夕-の機能を分化させるなどして､道徳的指導という側面が

積極的に導入されていることが明らかとなった0

第2章で導き出した､チュ- 巨リアルを形成する4つの要素のうち､伝播の際に､ロンドン大

学 ｡市民大学と新大学の両者に受け継がれたものと､一方にだけ受け継がれたものがあった｡①

学生主体については､両者ともにオックス ⑳ブリッジのチュートリアルを継承 していると言える.

しかし､②少人数教育に関 しては､新大学の文系のスクールでは比較的受け継がれているが､そ

れ以外ではオッタス 専ブリッジにおけるチュ-トリアルよりも多人数の学生に対して行われてい

るO また､④チュ-夕-が学問的指導と道徳的指導を兼ね備えているという要素は､ロンドン大

学 e市民大学では継承されておらず､チよ-タ-は学問的指導のみを行っている. 一方で新大学

では､カレッジ制を採った新大学では両指導が兼ね備えられていることが多く､カレッジ制を採

らなかった新大学においても､チ且-夕-の機能を分化させることで両指導を行っているo つま

り､新大学の一部へはオックス 専ブ リッジのチュ-トリアルが伝播 し､さらに変容 していると考

えられるo なお､③ソクラテス的要素については､新大学の一部では継承されていることが明ら

かとなったが､それ以外の大学については明らかにすることができなかったため､教員と学生へ

のインタピュ-調査や､チュ-夕-へ配布されるマニュアルなどに着冒し理解を深めることを､

今後の研究課題としたい｡

これら4つのうち､伝播過程を経ても変わらず受け継がれてきたチュートリアルの要素は､①

学生主体であるといえるo Lかしこれがチよ-トリアルの本質的な要素であるというためにはさ

らなる考察が必要であり鴇これについても今後探究していきたい.

冒頭で述べた現在日本の高等教育が抱える問題は､イギリスにおける新大学設立当時の社会的

文脈に類似している｡ 当時､イギリスでは授業への準備ができない学生が急増 しており､その背

景には､学生数の急増と､教員から学生へのサポートの不十分さがあった.このような状況は､

今日の日本の高等教育にも見られ､学生の求めているものに､教員が十分に対応できていないの

が現状である｡ イギリスでは､学生が個人的な問題を抱えたり､精神的に困難な状況に陥った場

合､学生主体のチュ-トリアルにおいて学問的指導を行っていく中で､そこに内在する道徳的指

導が学生へのサボ- トにつながっているo この点から､現在の日本の高等教育が得られる示唆は

大きいと考えるO この道徳的指導という側面についても､今後具体的な実践例とともに明らかに

していきたい｡
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Transition and Transformation of Tutorials In British
Higher Education

TAKEKOSHI Chie

Tutorials are one of the core teaching methods in British higher education and are a

student-centered small group learning practice. It greatly differs from passive learning.

Why did the tutorial system spread to other British universities? What are the unique

elements of tutorials? This paper focuses on the transition and transformation of

tutorials in British higher education, and attempts to find the inherited and unchanged

elements of tutorials during the diffusion from Oxbridge to other universities. The first

conclusion is that the unique elements of tutorials are (1) student-centered, (2) small

group, (3) pastoral and academic care, and (4) Socratic method. The second conclusion

is that, through diffusion, all universities which introduced tutorials inherited the first

element. Concerning the second element, the size of groups is slightly bigger at London

University and the Civic Universities. Of the third element, London University and the

Civic lJniversities did not inherit both the pastoral and academic care, just the academic

aspect of tutorials. However, the New Universities, which tried to introduce the

"Oxbridge tutorial" inherited the third element, retaining the pastoral care as well as the

academic care, dividing the two on occasion. As regards the fourth element, further

research including interviews with tutors and students will be required for deeper

consideration.
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